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新
発
見
の

あ
る
。

に
つ
な
が
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、

一
方
で
は
こ
の
編
纂
事
業
が
一
般
的
に
認
知

近
年
、
市
町
村
史
編
纂
事
業
に
と
も
な
い
、
昭
和
四
十
年
頃
に
調
査
さ
れ
た
史

料
に
つ
い
て
再
び
所
在
確
認
調
査
が
幾
つ
か
の
自
治
体
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
以
前
の
調
査
で
は
確
認
さ
れ
て
い
た
史
料
が
、
四
十
数
年
の
年
月
を

経
て
、
所
有
者
の
代
替
わ
り
等
の
理
由
に
よ
り
、
現
在
は
確
認
で
き
な
い
も
の
も

さ
れ
、
史
料
の
所
有
者
よ
り
の
提
示
も
あ
り
、
そ
の
事
業
が
新
た
な
史
料
の
発
見

ま
た
、
当
会
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
会
や
古
文
書
講
読
会
等
に
史
料
が
持
ち
込

ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
発
見
を
生
む
こ
と
も
多
い
。
こ
こ
で
紹
介
す
る
史

料
は
、
著
者
が
担
当
し
て
い
る
古
文
書
講
読
講
座
の
生
徒
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
も

の
で
あ
る
。
都
合
に
よ
り
入
手
に
つ
い
て
の
詳
細
な
経
緯
は
明
ら
か
に
出
来
な
い

が
、
細
川
家
の
某
家
臣
宅
の
解
体
に
よ
り
、
個
人
収
集
家
の
手
に
渡
っ
た
も
の
で

本
史
料
は
、
署
名
は
無
い
が
、
筆
跡
に
よ
り
細
川
忠
利
の
直
筆
で
あ
る
と
判
断

し
た
。
ま
た
、
個
人
の
所
有
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
第
三
者
へ
の
譲
渡
等
の
状

は
じ
め
に

「
細
川
忠
利
直
筆
覚
」
に
つ
い
て

花

岡

興

史
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一
、
「
細
川
忠
利
直
筆
覚
」
の
内
容
に
つ
い
て

以
下
、
本
史
料
の
特
質
と
時
代
背
景
を
述
べ
た
い
。

況
が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
こ
こ
に
現
在
の
所
有
者
の
承
諾
を
得
て
、
掲
載

を
行
い
一
般
的
な
理
解
を
得
、
歴
史
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
本
稿
の
目

的
と
し
た
。

本
史
料
は
、
筆
跡
に
よ
り
細
川
忠
利
の
直
筆
の
覚
で
あ
る
と
判
断
し
、
「
細
川

忠
利
直
筆
覚
」
と
し
た
。
史
料
を
外
的
に
み
て
み
る
と
、
四
方
に
裁
断
し
て
あ
り
、

元
々
表
具
さ
れ
て
い
た
の
が
荒
々
し
く
剥
が
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
日
付
．

署
名
・
宛
名
の
記
載
は
み
ら
れ
な
い
の
は
そ
の
理
由
に
よ
る
の
か
、
も
し
く
は
元
々

無
か
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
覚
と
し
て
の
性
格
を
考
慮
す
れ
ば
こ

れ
ら
の
記
載
は
も
と
も
と
無
か
っ
た
可
能
性
が
強
い
。

次
に
内
容
を
読
む
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

覚

（
稲
葉
正
勝
）

一
、
よ
ろ
つ
丹
後
殿
よ
り
御
申
こ
し
候
ハ
ん
と
の
事
に
て
候
間
、
其
心
へ
可
申
候
、

（
土
井
利
勝
）

一
、
大
炊
殿
ハ
不
及
申
、
此
も
人
二
少
も
か
ハ
り
な
く
称
候
、
た
の
み
入
候
条
、

（
伊
丹
憬
勝
）

其
段
心
へ
可
申
候
事
、
其
分
二
得
御
意
度
事
之
折
ふ
し
ハ
、
は
り
ま
殿
ヲ
以

（
曽
我
古
祐
）

可
申
入
候
、
又
左
ハ
不
及
申
候
、

（
榊
原
職
直
）

一
、
万
事
之
事
、
又
左
．
榊
飛
へ
内
談
申
候
て
か
ら
可
申
候
、

一
、
御
た
か
の
ょ
時
分
、
道
具
上
候
事
、

／
＼
は
り
ま
殿
へ
可
申
候
、
う
た
殿
ヘ
ハ
不
及
申
候
、

（
寿
命
院
）
（
盛
法
院
•
吉
田
浄
元
）

一
、
寿
命
・
盛
法
事
、
さ
い

ま
た
忠
利
は
、
既
に
寛
永
九
年
十
二
月
九
日
に
熊
本
転
封
に
伴
い
入
国
し
て
お

日
か
ら
翌
十
年
七
月
ま
で
の
間
に
絞
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

い
状
況
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
内
容
を
検
討
す
る
前
に
手
短
に
注
目
で
き
る
点
を
挙
げ
る
と
、
幕
府
の

要
人
な
ど
の
名
前
が
、
六
条
の
短
い
史
料
中
に
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

．
曽
我
古
祐
（
又
左
）

・
榊
原
職
直
（
榊
飛
）

（
盛
法
院
•
吉
田
浄
元
）
と
父
親
の
忠
典
（
三
斎
さ
ま
）
の
名
も
見
え
る
。

二
、
覚
の
書
か
れ
た
年
代
と
場
所

•
土
井
利
勝
（
大
炊
殿
）

•
伊
丹
康
勝

・
酒
井
忠
世
（
う

次
に
お
よ
そ
の
年
代
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
榊
原
職
直
が
寛
永
九
年
十
二
月
十
五

日
に
飛
騨
守
と
な
る
こ
と
か
ら
(
1
)
、
こ
の
覚
の
日
付
は
こ
の
日
よ
り
あ
と
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
覚
の
筆
頭
に
書
か
れ
て
い
る
稲
葉
正
勝
が
、
翌
年
の
寛

永
十
年
七
月
頃
よ
り
病
に
お
ち
、
翌
十
一
年
正
月
二
五
日
に
死
去
し
た
こ
と
か
ら
、

同
十
年
の
七
月
以
前
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
な
お
正
勝
は
忠
利
に
対
し
、

同
十
年
の
三
月
二
二
日
に
政
治
の
方
針
に
つ
い
て
、
直
籠
で
返
書
を
出
し
て
い
る

こ
と
か
ら
考
え
る
と
(
2
)
、
こ
の
段
階
で
は
正
勝
の
健
康
状
態
は
特
に
問
題
の
な

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
内
容
か
ら
こ
の
覚
の
年
代
は
、
寛
永
九
年
の
十
二
月
十
五

り
、
あ
る
時
点
で
の
幕
府
と
細
川
氏
の
人
脈
が
想
定
で
き
る
。

た
殿
）
と
六
人
の
名
が
見
え
る
。
さ
ら
に
医
師
の
寿
命
院
（
寿
命
）

つ
ま

盛
法
院

（
は
り
ま
殿
）

る
。
幕
閣
で
は
稲
葉
正
勝
（
丹
後
殿
）

（
細
川
忠
興
）

一
、
こ
、
も
と
の
こ
と
三
斎
さ
ま
へ
可
被
上
候
事
、
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り
、
翌
十
年
九
月
十
二
日
に
参
勤
の
た
め
熊
本
を
発
し
て
い
る
(
3
)
。
つ
ま
り
こ

の
間
は
在
国
で
、
当
然
こ
の
覚
も
熊
本
で
確
実
に
書
か
れ
て
い
る
。

三
、
内
容
の
検
討

前
記
の
様
に
、
こ
の
覚
は
多
く
の
幕
府
の
重
臣
の
名
前
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、

ま
ず
第
一
条
に
、
全
て
の
こ
と
は
春
日
局
の
息
子
で
あ
る
正
勝
よ
り
伝
わ
る
こ

と
を
指
示
し
て
い
る
。
こ
の
正
勝
は
徳
川
家
光
が
誕
生
匝
後
の
慶
長
九
年
か
ら
小

姓
と
し
て
仕
え
て
お
り
、
元
和
九
年
家
光
が
将
軍
を
襲
職
し
た
時
に
、
家
光
の
年

寄
の
一
人
と
な
り
、
五
千
石
を
拝
領
し
て
い
る
。
そ
の
後
寛
永
四
年
、
父
正
成
の

遺
領
を
継
ぎ
四
万
石
を
領
し
た
。
こ
の
時
の
本
丸
年
寄
り
は
酒
井
忠
世
を
筆
頭
に
、

酒
井
忠
勝
・
内
藤
忠
重
ら
が
お
り
、
連
署
奉
書
の
加
判
の
列
を
見
る
限
り
に
お
い

て
は
、
正
勝
は
末
席
に
位
置
し
て
い
る
。
し
か
し
寛
永
九
年
正
月
、
大
御
所
秀
忠

の
逝
去
後
、
家
光
が
親
政
を
行
う
上
で
加
藤
氏
改
易
後
の
肥
後
国
受
取
の
重
責
を

果
た
し
、
地
位
の
上
昇
を
見
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
頃
の
状
況
を
同
年
六
月
十
六

日
に
細
川
忠
利
は
、
榊
原
職
直
に
宛
て
た
書
状
(
4
)
の
な
か
で
「
丹
後
殿
出
頭
花

ま
た
春
日
局
は
、
忠
利
の
母
玉
（
ガ
ラ
シ
ア
）
の
叔
母
（
明
智
光
秀
の
妹
）
の

孫
に
あ
た
り
、
忠
利
に
と
っ
て
は
縁
戚
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
正
勝
と
忠
利
と
の

関
係
が
理
解
で
き
る
。

第
二
条
に
土
井
利
勝
も
変
わ
り
な
く
対
応
し
、
頼
み
事
を
す
る
と
き
は
心
得
て
、

伊
丹
康
勝
を
仲
介
者
と
す
る
こ
と
と
、
こ
れ
に
関
し
て
曽
我
古
祐
も
当
然
仲
介
者

が
ふ
り
申
候
由
、
是
第
一
之
事
候
」
と
表
記
し
て
い
る
(
5
ス

0

特
に
前
半
の
三
条
は
重
要
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
。

を
切
り
替
え
て
い
る
(
6
)
と
の
こ
と
で
あ
る
。

た
利
勝
を
立
て
て
は
い
る
が
、
実
際
は
稲
葉
正
勝
へ
上
意
の
う
か
が
い
の
ル
ー
ト

管
理
さ
れ
た
ル
ー
ト
で
あ
る
。
つ
ま
り
忠
利
は
表
面
上
で
は
秀
忠
の
筆
頭
人
で
あ
っ

ち
な
み
に
曽
我
古
祐
は
、
寛
永
十
年
二
月
十
四
日
、
長
峙
奉
行
竹
中
重
義
の
罷

免
に
と
も
な
い
、
同
じ
旗
本
の
今
村
正
長
と
二
名
で
長
崎
奉
行
に
任
命
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
こ
の
覚
が
書
か
れ
た
時
期
が
、
古
祐
の
任
命
時
期
と
合
致
す
る
か
ど

四
、
覚
が
書
か
れ
た
時
期
の
政
治
的
背
景

寛
永
九
年
、
大
御
所
秀
忠
の
死
去
に
伴
い
幕
閣
の
中
で
緊
張
状
態
が
走
り
、
そ

の
中
で
秀
忠
が
い
た
江
戸
城
西
の
丸
の
筆
頭
年
寄
で
あ
っ
た
土
井
利
勝
の
立
場
が
、

高
木
昭
作
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
、
忠
利
は
寛
永
九
年
五
月
二
八
日
に
伊
丹

康
勝
を
仲
介
し
、
利
勝
に
参
勤
の
時
期
を
伺
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
既
に
忠
利
は

五
月
十
九
日
に
職
直
・
正
勝
・
春
日
に
書
状
を
送
り
、
参
勤
の
時
期
を
問
い
合
わ

せ
て
上
意
を
得
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
二
八
日
の
康
勝
に
充
て
た
書
状
に
は
、
そ

の
こ
と
を
意
図
的
に
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
こ
の
二
八
日
の
書
状
は
正
勝
に
よ
り

指
示
さ
れ
た
内
容
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
一
連
の
行
動
は
正
勝
に
よ
っ
て

嫌
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

微
妙
に
な
っ
て
き
た
。
将
軍
家
光
が
、

一
人
の
出
頭
人
に
権
限
が
集
中
す
る
の
を

う
か
は
こ
こ
で
は
断
定
で
き
な
い
。

て
い
る
。

第
三
条
に
は
、
全
て
の
こ
と
は
古
祐
と
榊
原
職
直
に
内
談
す
べ
き
こ
と
を
示
し

と
す
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
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お
わ
り
に

「
裏
」
忠
利
↓
古
祐
・
職
直
・
正
勝
↓
（
春
日
局
）
↓
家
光

年、

(
6
)
高
木
昭
作
「
江
戸
幕
府
の
制
度
と
伝
達
文
書
』
角
川
叢
書
8
、

一
九
九
九

一
九
九

0
年
、
七
六
・
九

0
頁）

出
頭
花
が
ふ
り
申
候
由
候
事
」
と
類
例
を
提
示
し
て
い
る
。
（
藤
井
譲
治

「
出
頭
人
と
し
て
の
地
位
の
上
昇
を
意
味
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と

(
4
)
「
御
案
文
」
（
「
細
川
家
文
書
」
）
。

理
さ
れ
て
お
り
、
家
光
側
近
の
正
勝
、
ま
た
古
祐
・
職
直
と
明
確
に
区
別
さ
れ
て

書
か
れ
て
い
る
。
覚
の
筆
頭
に
正
勝
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の

た
だ
し
利
勝
に
は
秀
忠
の
筆
頭
年
寄
り
で
あ
っ
た
経
緯
も
あ
り
、
こ
の
時
そ
の

権
力
の
推
移
も
未
だ
不
確
定
な
も
の
で
、
忠
利
と
し
て
は
そ
の
動
向
に
気
を
遣
っ

て
い
た
。
こ
の
史
料
の
中
で
は
そ
れ
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
忠
利

は
表
向
き
に
は
利
勝
と
康
勝
を
立
て
る
必
要
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
正
勝
を
中

こ
の
史
料
に
か
ら
理
解
で
き
る
関
係
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
表
」
忠
利
↓
伊
丹
康
勝
↓
土
井
利
勝

以
上
、
今
回
は
細
川
忠
利
の
直
筆
覚
を
紹
介
し
た
が
、
こ
の
史
料
の
年
代
は
大

御
所
秀
忠
の
死
後
、
家
光
が
親
政
を
行
う
上
で
の
政
治
的
緊
張
の
あ
る
時
期
で
あ

る
。
こ
の
時
期
に
細
川
忠
利
は
、
幕
府
の
政
治
的
状
況
を
い
ち
早
く
察
知
し
、
適

切
な
行
動
を
取
る
こ
と
を
第
一
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
幕
府
の
中
で
ど
の
人
物

が
家
光
の
信
頼
が
厚
い
か
、
実
質
的
に
誰
が
権
力
を
持
っ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た

よ
う
な
情
報
を
集
め
て
い
た
。
こ
の
史
料
は
ま
さ
に
そ
れ
を
端
的
に
現
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
忠
利
は
熊
本
に
転
封
し
た
ば
か
り
で
、
国
元
に
い
な
が
ら

↓
家
光

五
ー
一
七
六
頁
。

心
と
し
た
ル
ー
ト
は
表
向
き
で
は
な
く
「
内
証
」
と
呼
べ
る
も
の
で
あ
る
。

〈注〉

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。

こ
の
覚
は
肥
後
転
封
直
後
の
細
川
忠
利
の
人
脈
と
、
上
意
を
う
か
が
う
ル
ー
ト

を
的
確
に
示
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
ま
た
直
華
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら

く
国
元
か
ら
江
戸
在
府
の
家
老
ク
ラ
ス
の
上
級
家
臣
に
対
し
て
、
指
示
し
た
も
の

(
1
)
「
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
第
二
、
二

0
二
頁
。

(
2
)
山
本
博
文
『
江
戸
城
の
宮
廷
政
治
』
読
売
新
聞
社
、

(
3
)
「
熊
本
藩
年
表
稿
』
熊
本
藩
政
史
研
究
会
編
、

(
5
)
藤
井
譲
治
氏
は
、
こ
の
「
出
頭
花
が
ふ
り
申
候
」

し
て
い
る
。
ま
た
他
に
も
寛
永
十
一
年
閏
七
月
五
日
の
細
川
忠
利
書
状

（
「
公
俄
御
書
案
文
」
ー
「
細
川
家
文
書
」
）
に
も
「
加
賀
殿
（
堀
田
正
盛
）

「
江
戸
幕
府
老
中
制
形
成
過
程
の
研
究
』

一
四
八
ー
一
五
四
頁
。

に
か
ら
れ
て
こ
の
覚
を
書
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
覚
を
み
れ
ば
、
康
勝
を
仲
介
す
る
利
勝
へ
の
ル
ー
ト
は
、
古
祐
に
よ
り
管

中
央
の
政
治
的
動
静
に
神
経
を
つ
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
状
況
下
で
必
要

一
九
九
三
年
、

一
九
七
四
年
、
四
四
頁
。

の
内
容
に
つ
い
て
、 一

七
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今
後
も
会
員
各
位
の
御
寄
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

上
田
氏
は
、
今
日
図
書
館
が
蔵
す
る
検
地
諸
帳
や
明
治
初
期
の
県
庁
記
録
類
が
、

戦
災
を
免
れ
県
立
図
書
館
が
蔵
す
る
に
い
た
る
経
緯
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
蓑
田
・
西
村
・
内
山
・
花
岡
氏
の
ひ
ろ
く
興
味
あ
る
論
考
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
度
「
年
報
熊
本
近
世
史
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

後

記

（
城
後
記
）

印
刷

八
代
市
植
柳
上
町
七
四
六
ー
五

（
蓑
田
方
）

熊

本

近

世

史

の

編
集

発
行

熊

本

近

世

史

論

集

平
成
十
七
年
十
二
月
発
行

増

永

印

刷

福
岡
県
大
牟
田
市
歴
木
二
八
八

T
E
L
O
九
四
四
図
二
八
七
六

F
A
X
0
九
四
四
岡
二
八
七
一

熊
本
近
世
史

報年

平
成
十
七
年
度

会
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